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1. 概要 

 代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）は，重大事故等対処設備においては常設

重要重大事故防止設備に分類される。 

 以下，Ⅴ-2-1-9「機能維持の基本方針」にて設定している機能維持の設計方針に基づ

き，代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）を構成する検出器及び盤が設計用地震

力に対して十分な構造強度及び電気的機能を有していることを説明するものである。 

 

(1) 検出器 

代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）は，原子炉水位低（レベル 1）及び

残留熱除去系ポンプ運転（低圧注水モード）の信号を使用しており，原子炉水位及

び残留熱除去系ポンプ吐出圧力の検出器の評価結果を，Ⅴ-2-6-5-16「原子炉水位

（広帯域）の耐震性についての計算書」及び本計算書に記載する。 

(2) 盤 

代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）を構成する盤の評価結果を，Ⅴ-2-6-

7-4(4)「中央運転監視盤の耐震性についての計算書」及び本計算書に記載する。 

 

 本計算書は，以下の構成で代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）の評価結果を

示す。 

(1) 検出器の耐震性についての計算書 

(2) 安全系多重伝送盤の耐震性についての計算書 

(3) 安全系補助継電器盤の耐震性についての計算書 

 


